
陥没時の迅速復旧に 最短24時間で車両通行可能

陥没部の簡単早期補修材
昨今の公共施設の老朽化や災害の激甚化によって、道路の陥没や割れが生じ、歩行

者および車両が通行できなくなる事象が起こっています。災害時には主要道の復旧は
優先されますが、生活道路は遅れがちになることがあります。また、工場などの私有
地や農道でも路面の割れやくぼみを自ら補修したいケースもあります。そこで、誰で
も手軽に早く、現場で材料に水を添加するだけで陥没箇所の簡易修復が行え、施工か
ら1日で車両通行が可能となる「陥没部の簡単早期補修材」の開発検討を行っています。
この修復材は石炭火力発電所から発生しているフライアッシュ(FA)を使用しており、
FAの有効利用にも繋がっております。

*特許出願中

簡単早期補修材の原料と施工イメージ

FA(未選別・未処理)
バイオマス燃焼飛灰

早強ポルトランドセメント
CaL-AL Tech.(カルアルテック）

補修材

施工場所で水を加えるだ
けの簡易な施工が可能

(1日で通行可)

原料

水補修材

施工パターン検討試験の状況

一般車両の前輪

1) 粉体と水を直接投入 2)袋体と粉体、水を直接投入

水

一般車両の載荷試験

施工24時間後

施工例

施工前 施工後
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